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取 扱 説 明 書

フィルタ付レギュレータ

型番号：ＢＮ－３ＲＴ５Ｆ－８Ａ、１０Ａ、１５Ａ（マニュアルドレン式）

ＢＮ－３ＲＴ５ＦＤ－８Ａ、１０Ａ、１５Ａ（オートドレン式）

安全にお使い頂くために、ご使用の前に必ずお読みください。

安全に使うための表示

使用、保守、点検、分解前に、次の表示や図記号の意味をよくご理解の

上、ご使用ください。

表 示 表示の意味

「取扱を誤った場合に人が死亡する、または重傷を負う可能性

があること」を示します。

危 険

「取扱を誤った場合に危険な状況が起こり、人が障害を負う可

能性、または物的障害が発生する可能性があること」を示し

注 意 ます。

図記号 図記号の意味

「特定の条件において破裂の可能性があり、注意を要すること」

を示します。

安全上の注意事項

・使用圧力は、１.０ＭＰａ以下で使用してください。

・使用温度は、５～６０℃の範囲を守ってください。

・取付場所は、直射日光や有機溶剤の雰囲気を避けてください。

・保守・点検する場合は、必ず圧力を抜いてから行ってください。

・人体に直接吸引する呼吸器系の装置には、使用しないでください。

・部品を取り外して他の機器に使用したり、特定以外の部品は使用しないで

ください。
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１．構造と作動

エアフィルタに入った空気は、デフレクタによってサイクロン流れとなり、

大きな水滴や異物はケースの内壁に集まり、壁面を伝わってケース底部に

溜まります。水滴や異物が除去された空気は、エレメントを通過しさらに

ろ過されてレギュレータへ流れます。

エレメント下部のバッフルは、ケース底部に溜まったドレンが巻き上げら

れるのを防止します。

空気と分離されたドレンは、マニュアルドレンバルブの操作やオートドレ

ンバルブの作動で外部に排出されます。

レギュレータでは、エアフィルタから送られた圧縮空気を減圧して、二次

側空気圧力を所定の空気圧力に設定し、調整すると同時に一次側圧力が変

化したり、二次側の空気流量などの使用条件が変動しても設定空気圧力の

変動を最小限に抑えて、安定した空気圧力を供給します。

ハンドルを回して調整バネを圧縮すると、ロッドを介してバルブは下方に

押され一次圧力が二次側へ流れます。この圧力はダイヤフラムの下側に作

用して上向きの力を発生し、調整バネの圧縮力と対抗します。二次側圧力

が設定値よりも低い間は一次圧力の流入が続きますが、その差が小さくな

るにつれてダイヤフラムは上昇し、力が平衡した状態でバルブが閉じて圧

力が設定されます。

アクチュエータが作動中に予期しない荷重で押し戻され、二次側空気圧力

が設定圧力以上になったとき、ダイヤフラムが上昇しリリーフバルブがロ

ッドより離れ、余分な空気はリリーフポートより大気に放出し二次側圧力

を設定圧力に戻します。

２．使用・取付について

使用時の注意

・使用圧力は、１.０ＭＰａ以下で使用してください。

・使用温度は、５～６０℃の範囲を守ってください。

・取付場所は、直射日光や有機溶剤の雰囲気を避けてください。

・二次側圧力設定後は、ハンドルをロック状態にしてください。
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３．仕 様

呼 び 口 径 ８Ａ １０Ａ １５Ａ

配 管 接 続 口 Ｒｃ１／４ Ｒｃ３／８ Ｒｃ１／２

使 用 流 体 空 気

使 用 圧 力 ０.０５～１.０ＭＰａ

設 定 圧 力 ０.０５～０.８５ＭＰａ

耐 圧 力 １.５ＭＰａ

周 囲 温 度 ５～６０℃

ろ 過 度 ５μ

質 量 ０.８ｋｇ

４．流量特性

一次側圧力０.７ＭＰａ時

８Ａ １０Ａ １５Ａ

一次側圧力(MPa) ０.５ ０.６ ０.７ ０.８ ０.９

係 数 ０.８７ ０.９４ １.００ １.０６ １.１２

・一次側圧力が、０.７MPa以外の場合は下記の係数を流量に乗じてください。

５．圧力特性

一次側圧力の上昇変動に対する二次側圧力低下の変化を示します。
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６．取 付

６.１ 取付方向は、ボディ部にある矢印方向に空気が流れるようにしてください。

６.２ 取付姿勢は、必ずドレン排出口が下になるようにしてください。

６.３ 機器の配管前には、配管材内部を十分にフラッシングを行って、異物や

シールテープ破片などが入らないようにしてください。

６.４ 保守点検やドレン排出が行えるように、周囲に余裕空間を設けてください。

７．圧力設定

ハンドルをロック状態からロック解除に戻し、二次側圧力を上げる場合に

は、ハンドルはＨ方向に回転し設定の圧力にセットします。

二次側圧力を下げる場合には、ハンドルをＬ方向に回転し設定の圧力を越

えてから、Ｈ方向に回転を変えて設定の圧力にセットします。

二次側圧力が決まれば、ハンドルをロック状態にしてください。

８．リリーフ

二次側圧力が、設定圧力より上昇すると余分な圧力は、ボンネットとハン

ドルの隙間から放出されます。

９．圧力位置

圧力計の位置変更は、圧力計取付ビスを緩め、反対側のゲージプレートと

交換してください。
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ドレンコック

左（反時計回り）に回す
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１０．ドレン排出

１０.１ マニュアル式

ケース内に溜まったドレンは、銘板のDRAIN LIMIT位置に達する前

に、ドレンバルブの操作で排出してください。DRAIN LIMIT以上に

ドレンが溜まるとライン内に流出し、除湿機能の低下や、他の機器

の作動不良原因となりますので注意してください。

ドレン排出操作は、ドレンバルブを押し上げます。また、配管内

の空気圧が０.０５MPa以下の場合にドレンバルブが開き、ドレン

が排出する機構になっています。

１０.２ オートドレン式

・ケース内に溜まったドレンは、オートドレンバルブ内のフロートバルブ

内のフロートを浮き上がらせて、ドレンバルブを開き、排出させます。

・配管内の空気圧が０．０５ＭＰａ以下の場合になるとドレンバルブが

開き、ドレンが排出する機構になっています。

・ドレンコックを左（反時計回り）に回すとドレンが排出されます。

・ドレン配管を行う場合、外径８ｍｍのチューブを使用し、長さ５ｍ

以内で立ち上がり配管を避けてください。

注意

圧力が０．１５ＭＰａに上昇するまで、

ドレン排出口より空気圧が排出

されますが、異常ではありません。

１１．定期点検

圧力調整機能が働くかをハンドルで操作して確認してください。同時に圧

力計の指示圧力も確認してください。
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１２．点検項目

レギュレータ部

ダ イ ヤ フ ラ ム ： 破損確認

バ ル ブ ： シート部の傷み、プラグとの摺動部の動き確認

調整バネ、バルブバネ ： 錆状態、へたり、折損確認

リリーフバルブ ： 目詰まり確認

圧 力 計 ： 指示圧力確認

フィルタ部

エレメントはひどい汚れではない限り、掃除・洗浄すると再使用が可

能です。空気流路は、エレメントの外側から内側に入ってろ過されて

ますので、洗浄後内側から外側へ向けてエアブローをしてください。

１３．保守点検

保守点検時の注意

・分解する時は、必ず機器と配管内の圧力を抜いてから行ってください。

圧力が残っていると勢いよく漏れだし、部品が飛び出す危険がありま

す。また、ハンドルをＬ方向に緩め、調整バネをフリー状態にしてか

ら行ってください。

・ケース組立時は、ＬＯＣＫ（右）の方向へ止まるまで回転してください。

途中で止めたままにしておくと、ケースが外れて危険です。

ケース分解 ケース組立

ケースを押し上げながら、左方向 ケースを押しながら、ＬＯＣＫ（右）

へ３０°回転させて引き抜きます。 方向へ止まるまで回転させてから、

下げます。
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１４．部品洗浄

中性洗剤を使用し、清掃・洗浄してください。

オートドレンの内部分解はできません。
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１５．トラブル対策

トラブル現象 原 因 対 策

出口側よりドレン ドレンのオーバフロー ドレンを排出

が出てくる

オートドレンの故障 オートドレンの交換

出口側より異物が エレメントの破損 エレメントの交換

出てくる

二次側圧力の上昇 バルブバネの折損 バルブバネの交換

バルブシート部の損傷 バルブの交換

バルブシート部のゴミ噛み シート部の清掃

一次側のフィルタ点検

摺動部のゴミ噛み 摺動部の清掃

外部漏れ ダイヤフラムの損傷 ダイヤフラムの交換

リリーフバルブシートの損傷 リリーフバルブの交換

シール不良 ガスケットの交換

オートドレンの故障 オートドレンの交換

検液窓のヒビ割れ 検液窓の交換

圧力調整が出来ない 調整バネの折損 調整バネの交換

検液窓の破損 有機溶剤雰囲気中で使用 取付場所を変更

有機溶剤で洗浄 検液窓の交換

（洗浄は中性洗剤を使用）
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１６．部品名称

１ ボディ 14 リリーフパッキン 27 検液窓押エ

２ ボンネット 15 調節バネ 28 検液窓ガスケット

３ ボンネットガスケット 16 バネ押エ 29 六角穴付ボタンボルト

４ ケース 17 ハンドル 30 圧力計

５ ケースガスケット 18 調節ネジ 31 ゲージガスケット

６ バルブ 19 ストップリング 32 十字穴付皿小ネジ

７ バルブパッキン 20 バルブサポート 33 ゲージプレート

８ バルブロッド 21 バッフル 34 十字穴付皿小ネジ

９ バルブロッドパッキン 22 デフレクタ 35 マニュアルドレンASSY

10 バルブバネ 23 エレメント オートドレン

11 ストップリング 24 エレメントガスケット 36 クランプリングバネ

12 ピストン 25 六角穴付ボタンボルト 37 ブラケット

13 ピストンパッキン 26 検液窓
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